
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページもご覧ください 

まちづくりニュースは、市のホームページでもご覧になることができます。 
また、ホームページだけでなく、市役所まちづくり拠点整備推進本部の窓口でも配布して
います。 

＜ホームページの開き方＞ 

１ インターネット上で府中市のホームページを開く。 

府中市のホームページアドレス http://www.city.fuchu.tokyo.jp/ 

２ トップページから「行政情報」の「施策・計画・審議会・協議会」の「施策・計

画」を選択する。 

３ 「都市基盤分野」の「府中市ま 

ちづくり推進事業」を選択する。 

４ 「分倍河原駅周辺地区」を選択 

    する。 

 

 

発行・問合せ：府中市まちづくり拠点整備推進本部 

分倍河原駅周辺整備担当 

〒183-0056 東京都府中市寿町 1-5 府中駅北第２庁舎 
電話：042-335-4371（直通） 
Mail : saikai01@city.fuchu.tokyo.jp 

４                                               １ 

１．まちづくり協議会の会長の変更

まちづくり協議会の会長が  
交代しました！ 

 

分倍河原駅周辺地区まちづくりニュース 第19号 
令和５年4月発行  

３．第８回地区計画等検討会（２地区合同）を開催しました

 

令和５年３月に開催された第 17 回まちづくり協議会において、芝嵜前会長の推薦及び構成

組織の代表者による全会一致の議決により、山岡法次氏が新会長に就任しました。 

 

 

 
第８回概要 

●日 時：令和５年２月３日（金） 

午後６時 30 分～８時 30 分 

●場 所：片町文化センター ３階 講堂 

●出席者：７名 

●内 容：まちづくりの経過 

まちづくり誘導計画の検討内容 

【主なご意見】 

●セットバック部分の活用に対する市の説明が当初は歩行者空間とするということだったが、現在は看板等 

を置くスペースとなり変わっている。セットバックは商店街における権利者の意向が大切である。（参加者） 

⇒これまでの地区計画等検討会等におけるご意見も踏まえ、考え方を変えて提案している。（市） 

●開催案内に初めて参加された方にもわかりやすい検討会にするとあるが、内容が難しいため、なかなか困

難だろう。（参加者） 

●地区計画等検討会では説明の時間が長く、ほとんど検討の時間がとれていない。参加者が少ない点を言 

っても仕方ないが、検討時間については、十分にとるようにしてほしい。（参加者） 

●地区計画等検討会は、北西側住宅区域と商店街区域における互いのルール等を踏まえた総合的な話 

にもなっていくと思う。できるだけ一緒に開催した方がよい。（参加者） 

●商店街区域と北西側住宅区域ではまちの状況が違う。２地区まとめてまちづくり誘導計画をつくるのであれ

ば、それぞれ時間をかけて検討する必要がある。（参加者） 

 

 

～芝嵜前会長より～  
まちづくり提案書の内容が実現していく今後のまちづくりを楽しみにしています。

山岡会長、これからの協議会をよろしくお願いします！ 

日頃より、市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。今回のまちづくりニ

ュースでは、分倍河原駅周辺まちづくり協議会における会長の変更、まちづくりに関するオー

プンハウス、地区計画等検討会についてお知らせします。 

 
このたび、まちづくり協議会の皆様からの指名を受け、

会長に就任することとなりました山岡です。 
このまちに 50 年以上住み、地元のまちづくり勉強会や

まちづくり協議会にかねてより参加し、まちづくりに携わ
ってきました。 
まちづくりも実行段階に入り、市とともにまちづくりを

進める上で、この協議会で何を後押しできるか、皆様のお
力を借りながら考えていきたいと思いますので、よろしく
お願いします。 
 

▲山岡法次 新会長 

 

 

分倍河原駅周辺まちづくり協議会は、地区の課題解決に向けて、地元の自治会や商店会等によっ

て平成２９年 1 月に設立されました。平成３０年１１月には協議会における検討や地元説明会を

経て、「まちづくり提案書」が市へ提出されました。 

 現在、まちづくり協議会の皆様には、地区計画等検討会におけるアドバイザーとしてのご出席や 

まちづくりの事業周知等にご協力いただき、市と一体となってまちづくりを進めております。 

 

 

▲第 17回まちづくり協議会 

における山岡新会長のあいさつ 

 

 

 まちづくり協議会とは 

▲テレビ広報「まるごと府中」（R３．４） 
にご出演した芝嵜前会長（左） 

▲第 17回まちづくり協議会 

（R５.３）の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２．まちづくりに関するオープンハウスを開催しました

●日 時：令和５年３月 18 日（土）  
●場 所：片町文化センター1 階ロビー 
●来場者数：４０名 
●内 容：まちづくりの進捗について、パネル展示やバーチャ

ル・リアリティ（ＶＲ）を用いてご説明し、ご意見を
いただきました。 

～当日説明した主な内容（抜粋）～ 

 

① 令和４年度の施策の取組み 
 

② 駅前空間の整備イメージ 

駅前…緊急車両の折返しが困難 

災害時の退避空間が不足 

街路樹により条例で定める 

有効幅員を満たしていない 

歩道 

・街路樹の撤去等により、条例で定める有効幅員を確保 

・安全な歩行者空間確保のため、横断防止柵を設置 

※歩道舗装の張替えは令和５年度着手予定 

 

既存こ線橋…バリアフリー基

準を満たさない急勾配、設置か

ら 40 年以上経過し、老朽化 

  

～鉄道事業者との 

基本協定の締結～ 
 
鉄道事業者（ＪＲ東日本及

び京王電鉄）と駅周辺におけ

る一体的な整備（下記①～④）

に向けて相互に協力して円滑

に事業を進めることを約束す

る基本協定を締結、令和５年

度以降の基本設計に向けた協

議を行っています。 

 

①駅舎の改良 

②溜まり空間の整備 

③東西自由通路の整備 

④南北自由通路の再整備 

オープンハウスにていただいた主なご意見 

（溜まり空間の整備について） 

・緊急車両が乗り入れることができるようにな

るのは良い。 

・整備で駅前が閑散としないとよい。 

・イメージにあるベンチのように待ち合わせの

場所があるとよい。 

・スロープは改札まで一直線で行けるとよい。 

・溜まりの広場は緑があるとよい。 

・子供が安全に駅前を通れるようになるならよ

いと思う。 

 

 

（東西自由通路、南北自由通路について） 

・南北自由通路は高齢者も通りやすくなると
思う。 

・現在の駅前こ線橋は、幅員が狭く利用者同
士がぶつかるため非常にストレスである。 

・東西自由通路はエスカレーター・エレベー
ターがあるので安心。 

（その他・周知の方法について） 

・VR 動画を用いた説明は分かりやすい。 

・今後は駅前整備のより詳細も知りたい。 

・オープンハウスは分かりやすい。 

 

当日は雨の中、ご来場いただきありがとうございました。オープンハウス

につきましては、引き続き開催を希望するご意見を多くいただきましたた

め、今後も、VR 動画等を活用しながら実施する予定です。 
 

２                                               ３ 

溜まり空間 

東西自由通路 

駅舎 

商店街へ ※現時点での駅前空間の完成イメージ図となります
ので、今後の検討により変更する場合があります。 

●駅前空間の整備における目的やイメージについて、

視覚的に分かりやすくお伝えするため作成した VR 動

画をご覧いただきました。 

分梅通りの改良 
 

駅前空間の整備 
 

駅…構内の混雑や分かりづ
らい動線など利便性・快適
性への課題 

駅から駅北西へのアクセス…

線路の横断が必要となり駅へ

のアクセスに課題 

南北自由通路 


